円山動物園　ワークブック　先生用資料



エゾヒグマ（以下ヒグマと略）の抱えている問題を「身近な問題」と捉え、自分たちの生活にどのような関係があるのかを考える。また、児童たちが普段行っている環境のための行動が、動物たちにどういう繋がりがあるかを理解し行動できる。


	
	主な学習活動
	ねらい

	1 事前学習
	動物園に行く前にヒグマの種としての特徴を自分たちで調べまとめる。
	動物に興味を持ち、動物園に行くのが楽しみになる。

	2 動物園
学習
	動物園で調査ノートを使い、楽しみながら動物を個としてよく観察する。
	楽しみながら、動物を個体として観察し、身近に感じる。

	3 事後学習
	①②又はこれまでの学習をもとに、動物の紹介をすると共に、動物や人間が生きていくうえで必要なものを発表し比べる。
	動物の生活環境と自分たちの生活がつながっていることを認識する。（身近な問題として考える）




命の大切さがわかる
個体を観察する体験を通して、動物に対する驚きや感動が生まれ、命の大切さを理解することができます。

人と動物と環境の絆を認識―環境に配慮した行動の必要性が理解できる
自分たちの調査、観察、紹介から、種ではなく１つの命ある個体に親近感を持つことができます。また、エゾヒグマの生息地の環境問題を、自分とつながりのある身近な物として感じることができます。普段行っている、また、良く耳にする環境に配慮した行動が、何のために行っていることなのかを理解することは、将来的に子どもたちが社会の中でその行動を持続させるために必要なことです。

　　　　　　　　　

自分の意見を持ち他人に伝えられる
　児童用資料の質問のほとんどが「間違った答え」はなく、観察した個人の感じ方によって違いが出るようにしてあります。これは動物を身近に感じさせると言う目的もありますが、自分の体験（観察）から出た言葉を他人に伝え、それについて話し合うためでもあります。自分なりの考えを伝える、人の考えを聞くということを動物に仲介してもらいながらスムーズに行えます。


生息地
北アメリカ北西部、スカンジナビアからロシア東部、ヒマラヤからシリアまで広く分布しており、極東地域における南限の北海道に生息する亜種がエゾヒグマである。
形態
毛色は個体によって異なるが、黒色や褐色のものが多く、胸に白い模様が入るものもいる。体重はオスで150～400キログラム、メスで60～120キログラム程度で、日本に生息する最大の陸上動物である。かかとまで地面に付けて歩き（蹠行性）、前足には地面を掘るのに便利な長い鉤爪が5本ある。
種の特徴
耳や鼻の感覚はとても鋭敏で、時速50キロメートル程度の速さで走ることができる。基本的には単独で生活し、6月頃に交尾し、穴ごもり中の１～2月に通常1～2頭の子を産む。子供は1～2年間母親と一緒に過ごし、独立後3～4才で成熟する。（寿命はメスで30才前後、オスで25～28才）穴ごもりの期間は3～6ヶ月間。

食べもの

雑食性で、地域や季節により異なるが、通常は植物質のものが大部分を占める。餌となる動植物は150種類以上がと言われている。
円山動物園では、ニンジン、リンゴ、クマ用ペレット、また、夏場にはクローバーも与えている。
減少の原因
かつては北海道全域に生息していたが、森林伐採や道路建設による生息地の分断・縮小に加え、有害動物として駆除されたり、狩猟の対象とされたため、生息数が減少している。
円山動物園での状況
　円山動物園では、1951年の開園当初からエゾヒグマを飼育している。（当時子グマ2頭）
現在は、2010年3月23日登別クマ牧場から「とわ」、2011年1月17日旭山動物園から「大」の2頭を飼育している。
北海道・札幌のヒグマ

北海道におけるヒグマの生息数は現在2000頭を切ると考えられており、絶滅の恐れのある大型哺乳類である。ヒグマの分布地は現在5地域に分けられ（天塩・増毛地域、積丹・恵庭地域、渡島半島地域、日高・夕張地域、道東・宗谷地域）、各地域に固有の問題があることから、科学的な調査・検証を通じて、軋轢の軽減と絶滅の回避を目的とした総合的な対策を検討する必要がある。札幌周辺においてもヒグマは生息しており、良好なヒグマの生息域と人口密度の高い大規模な市街地とが緩衝帯を持たずに接しているという札幌市の地理的状況は、北海道内において他に例を見ない。（2008年度札幌市内でのヒグマの目撃情報が18件、痕跡情報が62件ある。）このような状況は、大都市でありながら自然が豊かに存在するという札幌市の魅力の一つとなっている反面、ヒグマとの共存という課題を抱える要因となっている。

地元に住むヒグマ、共存のために出来ること

　ヒグマなどの野生動物に対して、人身事故や農作物等の被害の防止は重要な課題だが、生物多様性の保全を図るために、ヒグマとの共存・保護を考えることも大切なことである。ヒグマとの有効な関係を築くためには、ヒグマのことを知る、人間の食べ物・ゴミをヒグマの食べられる物だと認識させない等があるが、共存・保護の観点から、ヒグマの生息環境の保護も考える必要がある。

この生息環境は、北海道民にとって身近な地元の自然であり、自分達も同じく利用している自然環境である。札幌市民にとっては、飲んでいる水がヒグマも利用している豊平川の水であり、その水は利用後川に流れ、海にたどり着き、また雨となって戻ってくる。空気についてもヒグマが吸っている、森が利用している空気は私たちが利用している空気と同じ物であり、私たちが汚した空気はそのままヒグマの生息環境に影響を与えている。水も空気も循環している中、自分達の生活とヒグマの生活の繋がりを考え、環境に対する負荷を減らしていく必要がある。



対象　小学校高学年








円山動物園環境教育教材





教科内でできる環境教育教材














エゾヒグマを守るためには！？





1.ねらい





2.学習のながれ





3.ワークブックの取扱い
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ヒグマ参考資料
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